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第５．伊勢湾沿岸の魅力資源の現状と評価 

 

１．基本的な視点 

 

 パブリックアクセスの前提は、アクセスしたくなる魅力ある沿岸の存在である。沿岸

の魅力資源は、そこでの活動等と関わって多様であり、他事例も参考にすると、概ね次

のようなパターンの魅力が考えられる。 

○ レクリエーション（海岸系） 

○ レクリエーション（施設系） 

○ 親水型交流（歴史・観光系） 

○ 親水型交流（産業系） 

○ 環境学習・環境保全活動 

○ 散策 

○ 眺望 

○ その他 

また、実態としての沿岸は、これらの資源の単一型もあれば、複数の資源が重複す

る場合もあり一様ではない。なお、資源の魅力は、資源そのものの魅力だけでなく、

活動等のために滞在する際の利便性や、周辺との調和（活動とフィットした景観等）

も大きく影響を及ぼすため、これらも考慮した評価が必要である。 

 

 

２．魅力資源の整理 

 

沿岸の魅力資源の概要として、利用の程度（利用の内容、利用者数）と、特記事項

（滞在時の利便性、周辺との調和、活用の可能性等）を生活創造圏をもとにゾーン別

に整理すると、73 頁の表に示すとおりである。各資源ごとに、特徴等を概観すると次

のとおりである。 

 

(1)レクリエーション（海岸系） 

 レクリエーション（海岸系）の資源は潮干狩りシーズンに、関西からの観光バスが押し

寄せる津の海岸を中心に、伊勢湾沿岸のほぼ全域で楽しまれる最もストックが豊富な魅力

である。伊勢市などではたてぼしや地引き網なども取り組まれている。 

 また、夏期の海水浴も津市を中心に鈴鹿市以南の砂浜で盛んに行われているほか、ウイ

ンドサーフィン等が楽しまれているところもある。 

 ただし、海岸における廃屋など周辺景観の問題を持つ海岸もあり、より一層の魅力向上

が課題である。 

 

(2)レクリエーション（施設系） 
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 レクリエーション（施設系）の資源はマリーナやキャンプ場を中心に広い範囲で分布し

ている。また、ナガシマスパーランド、四日市港ポートビルや二見シーパラダイスなど、

地域の特性に応じた個性的な施設もあり、数多くの来訪者を集客している。 

 しかしながら、集客能力の高い施設がある一方で、海辺に近づくことのできない施設も

ある。これらの施設の高い集客能力を、パブリックアクセスに活用するための工夫が課題

である。 

 

(3)親水型交流（歴史・観光系） 

 伊勢湾沿岸部を中心に発展を遂げてきた歴史的経過を反映して、海岸部に近い範囲で多

数の歴史系の資源が分布している。中でも、鯨山車で著名な四日市まつりや山車「安濃津

丸」の見られる津祭りなど海にまつわる祭りや、海に関わりのある神社仏閣が数多い。 

 しかしながら、観光系の親水型交流拠点は二見町の夫婦岩など限られている。歴史文化

を活かした歴史系・観光系の資源の今後の形成が期待される。 

 

(4)親水型交流(産業系) 

伊勢湾沿岸では古くから海運が開かれ、特定重要港湾である四日市港、重要港湾である

津松阪港のほか、桑名港、千代崎港、白子港、宇治山田港の 4 つの地方港湾を擁している。

いずれの港湾においても物流基地としての役割は大きいが、アクセス道路の整備は必ずし

も十分ではない。また、四日市港の一部を除けば，観光や眺望のための受皿機能が不足し

ており、停泊する船舶の見学や各地から届く産物を活用した交流機能の整備が期待される。

また、伊勢湾沿岸には津市のＮＫＫ津製作所、伊勢市大湊などの中小造船所があり、これ

らを海への理解を深める施設として活用することも考えられる。 

豊富な漁場を活用した漁業も盛んな地域であることから、長島町から二見町にわたって

１６の漁港（地方港湾は除く）が分布しているが、生産拠点としての利用に特化している。

今後は、地域振興の視点から鮮魚等の直売などへの取組も期待される。 

 

(5)環境学習・海岸保全活動 

 歴史的に伊勢湾とのつながりが密接な地域であり、また近年の環境問題への住民意識の

高まりを反映して、伊勢湾沿岸の各地で海岸保全活動が取り組まれている。中でも、海岸

清掃や植栽・植樹などの取組が盛んである。 

 今後は、楠町の吉崎海岸等で行われている環境学習の活動を広域的な取組に拡げること

など、市民活動による環境学習や海岸保全活動にも期待がもたれる。 

 

(6)散策 

 川越町から香良洲町にかけて、各地に公園・緑地の整備がされていることなどから、近

隣の住民を中心に日常的な散策利用が見られる。 

 しかし、散策場所として特別な魅力を持つ散策コースがない限り、その活用は近隣住民

に限られている。 
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(7)眺望 

 伊勢湾沿岸では海岸部以外に川越電力館、四日市港ポートビルや伊勢志摩スカイライン

などで優れた眺望を望むことができる。 

 今後は、既存の眺望ポイントの整備や新たな眺望ポイントの発掘、整備を図り、魅力度

とアクセスを向上させることが課題である。 

 














